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小林裕彦
やすひこ

法律事務所 事務所便り 

負けへんで！ 
R5.7月号／vol.20 

 

 皆様、お元気ですか。 

 ７月に入り、夏の暑さも本格的になりました。今年の５月８日には、新型コロナウイルス感染症の感染症法上の
位置付けが「５類感染症」に移行されました。それにより、陽性者や濃厚接触者の外出自粛や就業制限を要請する
法的根拠がなくなり、街や観光地にも活気が戻ってきました。 

 さて、今回の「事務所便り」は、以下の内容でお届けしています。 

■ 副業・兼業の落とし穴 ～副業・兼業先の労働についても労働時間の管理が必要！～ 

■ メンタルヘルスと受診命令権 ～就業規則への記載と懲戒処分の可否～ 

■ 労働時間の管理 ～不要な残業と休日出勤。まずは部下の業務量を適切に把握することから～ 

■ 高年齢者人材をいかに活用するか？ ～70歳までの就業確保措置をする際に考えるべきこと～ 

■ 迷惑行為動画の投稿問題と企業の対応 ～民事責任と刑事責任。抑止のためには強硬な対応も必要～ 

■ 企業の身近な著作権侵害問題 ～社内利用は私的利用に当たらず。コンプラ意識の緩みに注意～ 

■ 企業における個人情報の取り扱いの注意点 ～プライバシーポリシーの策定。個人情報は「財産」～ 

■ 逆パワハラ ～部下から上司に対する逆パワハラ。防止のために研修や窓口の設置を～ 

■ 不祥事の拡大を未然に防ぐ！公益通報窓口の設置 ～従業員が法令違反などを会社に通報できる窓口～ 

■ 産後パパ育休とは？ ～制度の新設で、育休と仕事のバランスがとりやすくなりました～ 

■ 割増賃金率の引き上げについて ～従業員の残業に係る法制度。代替休暇制度と３６協定～ 

 

Oni ビジョン「小林弁護士のまるごとぶった斬り」 

毎月前半と後半に何回か流してくれています。「そ
こまで言って委員会」的な内容と中四国の温泉の紹
介をしています。YouTube で過去の番組を見ること
ができます。 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年４月１８日 山陽新聞 

レディオモモ「小林弁護士のプログレの道」 

毎月第１、第３、第５土曜日の午前１１時半から１２時。
さまざまなゲストを招いて、プログレをかけています。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

令和５年３月１８日、同５月２０日 山陽新聞  

テレビ・ラジオの出演 

 

 

  

小林裕彦法律事務所 代表弁護士 小林 裕彦 
岡山市北区弓之町２番１５号 弓之町シティセンタービル６階／Tel 086-225-0091 Fax 086-225-0092 

弁護士 藤井 秀孝  弁護士 丸屋 祐太朗  弁護士 越智 量平  弁護士 石井 一弥 

弁護士 中井 美音  弁護士 青木 祐也   弁護士 田中 宏実  弁護士 岩田 尚浩（岡山弁護士会所属） 

HP: http://www.kobayashi-law-office.jp/  

最近、顧問先の皆様から、コンプライアンスやハラスメントの研修を多くご依頼いた

だいています。研修や講演など、ご要望があればお気軽にお問い合わせください。 

http://www.kobayashi-law-office.jp/
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中四国の温泉のご紹介 

 

温泉本第 ２ 弾「温泉博士×弁護士が厳選 とって

おきの源泉かけ流し 325湯」を出版いたしました。 

顧問先の会社には、ご要望があれば、１ 冊無料で

進呈いたします。 

③ 海癒の湯(高知県) 

土佐くろしお鉄道の中村駅からバスで行けます。因み

に、中村市は合併して四万十市になっています。 

ナトリウム-塩化物・炭酸水素塩泉です。源泉は 30度弱

なので加温しています。 

浸かった瞬間、とろとろでぬるぬるの肌触りを感じま

す。浴槽の中でずるっと滑ります。かなりのレベルの個

性的な泉質です。 

浴槽は一つだけで貸切で入ります。海を眺めることが

できます。贅沢な気分を味わえます。 

湯治目的の方が多いそうです。湯治場とゲストハウス

が合体したような感じです。 

高知県は少し温泉力が弱いような感じがしますが、こ

んないい温泉もあるんですね。 

② 玉造温泉湯陣千代の湯(島根県) 

ナトリウム・カルシウム-硫酸塩・塩化物泉です。 

玉造温泉の中では、大変希少価値のある源泉かけ流し

の旅館です。旅館敷地内から湧出する約 66度の自家源泉

をかけ流しています。 

浸かると、とろみとしっとり感を感じます。じんわり

と源泉が身体に浸透してくる感じがします。これが本来

の玉造温泉の泉質なんだなと思います。 

浴室と浴槽も大変レトロで凝っています。料理ももて

なしも最高レベルです。宿泊代はリーズナブルです。 

日帰り入浴はありません。ここは、山陰に仕事で行く

ときの定宿です。 

① 天然温泉かみとくの湯(愛媛県) 

JR伊予冨田駅から歩いて行けます。 

ナトリウム・カルシウム-塩化物泉です。 

外見は健康ランド的ですが、露天風呂の一つだけが源

泉かけ流しです。ここだけ赤茶色に濁っています。 

源泉温度が 30度くらいなので、加温していますが、立

派なかけ流しです。加温とはいっても 40度を切るくらい

のぬるめの温度です。これが実に塩分濃度が高くて濃厚

で、四国の温泉のレベルではありません。赤黒い湯の花

がたくさん舞っています。少し金属臭がします。全国的

にも珍しい泉質です。ぬるめなので長湯ができますが、

長湯しすぎるとかなり疲れを感じます。 

これ以外にも浴槽がたくさんありますが、いずれも循

環風呂です。しかし、循環とはいえ塩分は感じます。 


